なかう ど ま きう こ 

媒妁 人先づ いふ めでたしと、 舅姑 またい ふめで たし 

ち きほうい う 

と、 親類 等 皆い ふめで たしと、 知己 朋友 皆い ふめで た 

かれら きん/ \ ぜん 

しと、 渠等 は欣々 然として 新 夫婦の 婚姻 を 祝す、 婚礼 

果して めでたき か。 

小説に 於け る 男女の 主客が 婚礼 は最 めでたし。 何と 

がふ きん 

なれば 渠 等の 行路 難 は 皆 合 卺の事 ある 以前 既に 経過し 

去りて、 自来 無事 悠々 の 間に 平和なる 歳月 を 送れば 

なリ。 

然れ ども 斯の 如き はた、 V 一部、 ー篇、 一局部の 話柄 

に 留まる のみ。 其 実 一般の 婦人が 忌むべく、 恐るべき 

人生観 は、 婚姻 以前に あらず して、 其 以後に ある もの 



ぬ ぼく 

めに、 知己 親類の ために、 奴 僕の ために。 町の ために、 

村の ために、 家の ために、 窮 せざる ベから ず、 泣か ざ 

るべ からず、 苦 まざ るべ からず、 甚 しきに 至りて は 

われ 

死せ ざるべからず、 常に 我と いふ 一個 簡単なる 肉体 を 

お ほく 

超然たら しむる こと を 得で、 多々 他人に 因りて 左右せ 

なま 力 た V 

られ、 是非せられ、 猶 且つ 支配 さる ゝ ものたり。 但愛 

のために は 必ずしも 我と いふ 一 種 勝手次第なる 観念の 

起る ものに あらず、 完全なる 愛 は 「無我」 のまた の 名 

なり。 故に 愛の ためにせ むか、 他に 与 へらる、 もの は、 

あまん 

難と いへ ども、 苦と いへ ども、 喜んで、 甘 じて、 これ 

を享 く。 元来 不幸と いひ、 窮 苦と いひ、 艱難辛苦 とい 



一 旦 結婚した る 婦人 はこれ 婦人と いふ ものに あらず し 

て、 寧ろ 妻と いへ る 一種 女性の 人間な り。 吾人 は渠を 

愛する - ^ と 能 はず、 否 愛する y 」 と 能 は ざ る にあらず、 

社会が これ を 許さざる なり。 愛する こと を 得 ざ らしむ 

るな り。 要するに 社会の 婚姻 は、 愛 を 束縛して、 圧制 

して、 自由 を剝 奪せ むがた めに 造られた る、 残 絶、 酷 

絶の 刑法な リ とす。 

古来い ふ 佳人 は 薄命な り、 と、 蓋し 社会が 渠 をして 

薄命なら しむる のみ。 婚姻て ふ もの だに なか りせば、 

何人の 佳人 か 薄命なる べき。 愛に 於け る 一 切の、 葛藤、 

紛紜、 失望、 自殺、 疾 g 等 あらゆる 恐るべき 熟 字 は 皆 



婚姻の あるに 因りて 生ずる 処の 結果なら ず や。 

妻な く、 夫な く、 一般の 男女 は 皆た > 男女な リと仮 

なへん いでき た 

定 せよ。 愛に 対する 道徳の 罪人 は 那辺に か出来ら む、 

女子 は 情の ために 其 夫 を 毒殺す るの 要な きなり。 男 

子 は 愛の ために 密通す る こと を 要せざる なり。 否、 

しか もんじ 

た、 V に 要せざる のみならず、 爾き 不快なる 文字 はこれ 

を 愛の 字典の 何ぺ ェジに 求む る も、 決して 見出す こと 

能 は ざ るに 至る ゃ必 せり。 然れ ども 斯の 如き は 社会 に 

秩序 ありて 敢て 許さず。 

あ、 く 結婚 を 以て 愛の 大成した る ものと なす は、 

お ほ、， 

大 なる あやまりな るかな。 世人 結婚 を 欲する ことな 



因れり。 もし それ 愛に よりて 起る 処の 婚姻なら むか、 

舅姑な にか ある、 小姑 何 か ある、 凡ての 関係者 何 か あ 

る、 そ も/ \ 社会 は 何 か ある。 然るに、 社会に 対する 

義務の 為に 止むを得ずして 結婚 をな す、 舅姑 は 依然と 

して 舅姑たり、 関係者、 皆 依然として 渠を窮 せし む。 

人の 親の、 其 児に 教 ふるに 愛 を 以てせず して 漫 に 恭謙、 

貞淑、 温柔 をのみ これ ことと する は何ぞ や。 既にい ふ、 

愛 は 「無我」 なりと。 我な きもの 誰か 人倫 を 乱ら む や。 

しかも 婚姻 を 以て 人生の 大礼な リ とし、 出で て は 帰る 

ことな かれと 教ふ。 婦人 甘んじて この 命 を 請け 行いて 

嫁す、 其 衷情 憐 むに 堪 へたり。 謝せよ、 新 夫婦に 感謝 



み。 

再 言す、 吾人 人類が 因りても て 生命 を存 すべき 愛な 

さら 

る もの は、 更に 婚姻に よりて 得らるべき ものに あら ざ 

る こと を。 人 は 死 を 以て 絶 痛の ことと なす、 然れ ども 

また 

国家の ために は 喜びて 死す るに あらず や。 婚姻 亦然 り。 

社会の ために 身 を 犠牲に 供して 何人も、 めでたく、 

しきさん こん 

式三献 せざる ベ からざる なり。 

(明治 一 一十 八 年 五月) 
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